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このセッションは‥

なぜ「100ヶ月」？
gihyo.jp(技術評論社)にて連載中の「OSSデータベース
取り取り時報」が，2023年12月に第100回を迎えた。
OSC福岡で，これまでの100回の連載を振り返り
今回はその続き:
・ちょっと先の未来は？
・ChatGPT等の隆興を見ていると，これまでのITシステム
やデータの設計の仕方は過去の遺物にならないか？
‥という点をみんなはどう考えているのか？
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連載記事「OSSデータベース取り取り時報」の寄稿

OSS  取り取り 検索検索
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オープンソースソフトウェア協会に
ついて
n特定⾮営利活動法⼈オープンソースソフトウェア協会
(…⻑いんで以下OSSAJと略します)は

OSS利⽤者の団体で、
OSSの利活⽤情報を会員で共有し、
OSSの普及促進をはかる、NPO法⼈です。
2003年から活動しています。

nHP https://www.ossaj.org
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⼀般会員(無料)に登録していただきますと、
メールなどで当協会の活動のご案内(セミナーや
イベント等のお知らせ)をお送りしています。

当協会の⼊会は、上のHPの「⼊会申込み」から
よろしくお願いいたします。

https://www.ossaj.org/


OSSAJの事業
n定款にはいろんな事業を記載していますが、

OSSAJは ⼩⼈数＋少活動費・・・
・・・⾝の丈にあった活動とは？

l無償でOSS関連の情報提供をする
→セミナー開催

l無償でOSS関係者と他の⽅をマッチング
→交流会（パーティー）

lアワード授与（勝⼿にｗ） …まだやってない
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実績あり

実績あり

でも直近はコロナのために⾒送り状態…
はやく再開したいですね！



直近のセミナー/公開ミーティング
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2023/1/2
8 OSC online/Osaka 著作物の⼆次利⽤を考える・ミャクミャク

はどこまで変貌を遂げられるのか3/11 OSC online/Spring
5/20 OSC online/Nagoya 仕事で使えるOSSありますか？ 〜OSでも

ミドルウェアでも汎⽤デスクトップアプリ
ケーションでもないOSSの可能性〜6/17 OSC online/Hokkaido

8/4 OSSAJ ミニセミナー ⽇本ＩＴ書紀ＣＣ-ＢＹ-ＮＣ-ＮＤ公開記念
歴史ネタを楽しもう⼤会

7/29 OSC online/Kyoto オープンソースソフトウェア利活⽤におけ
る要件定義9/30 OSC online/Fall

11/12 OSC Hiroshima

12/7 OSSAJ ミニセミナー 半導体 x ⽇本の成⻑産業
〜 世の中の変化とビジネスチャンス 〜

12/9 OSC Fukuoka ChatGPTとOSS2024/3/2OSC online/Spring



直近の展⽰
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2023/4/1 OSC Tokyo/Spring 東京都⽴産業貿易センター台東館
6/24 OSC Hokkaido 札幌市産業振興センター 産業振興棟
7/22 OSC Kyoto 京都市 京都リサーチパーク
10/21 OSC Tokyo/Fall ⼤⽥区産業プラザPiO
11/12 OSC Hiroshima 広島県広島市、ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽひろしま

2024/1/27OSC Osaka （ここですね！）



⽇本ＩＴ書紀
n2004年〜2005年に刊⾏された「⽇本IT書紀」を、

著者の佃均⽒のご承諾のもと、PDF化したものを
OSSAJのサイトで公開！
→ https://www.ossaj.org/japan-it-chronicle

n「⽇本IT書紀」が扱っている時代は1889年 第4回
パリ万博から1980年までの100年弱です。
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をちょっとだけ紹介！

一般向け

と
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OSSコンソーシアムはこんな団体です
【目的】

会員企業（ユーザ）のOSS採用促進
会員企業（ベンダー）のOSSビジネスの推進
OSS市場の活性化貢献

【基本ポリシー】
ビジネスとしてのOSSをメインテーマとして、OSS市場活性化に向けた問題点の解決や利点の発展を
活動主眼とする。
前項実現のためには、会員間での協力による効率的なアウトプットを行うことを心がける。
ユーザが参画できるようなコンソーシアム環境の整備及び活動の実現を目指す

わかりやすく話すと…
↓
OSSの価値観を大事にしている企業メンバが集まったビジネスコンソーシアムです。

仕事に役立てられる活動をしたいと思っているメンバが中心ですが，会員各位の参加の動機はとても
様々だと思います。

テーマを共有できるメンバと一緒に部会活動をすることが，最大の売り物です。
会員同士の取引関係はあったりなかったりいろいろですが，そこは重要ではありません。

他社と集まれることにメリットと喜びを感じているメンバが多いので，懇親会は公式・
非公式によくあります。
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参加するとできること

部会活動
参加部会数や参加人数に
制限はありません。
部会やイベントによっては
ゲスト参加も可能です。

他社との交流の場
部会，委員会，懇親会，イベント
出展，などなど

Webサイトやメルマガを使った自社活動の告知や
アピール
OSSに関連している必要があります。

部会活動や出展イベントの場で会員企業の製品・サービ
スをテーマにすることも可
正会員として部会活動の主要メンバになっていただく必要があります。

参加するとできること
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部会・支部構成

AI IoT Robotics Automotive部会
Open EDA部会
オープンCOBOLソリューション部会
開発基盤部会
データベース部会
東海支部
ビジネスアプリケーション部会
分散コンピューティング部会
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データベース部会は…

特定のプロダクトにとらわれ
ず、第三者的な立場で様々な
データベースの情報を収集
し、それらをユーザ・ベンダに
フィードバックする機会を提供
します。また、データベースの
垣根を越えたイベントなどを
開催します。

データベース領域でのオープンソースの更なる発展促進を図る

部会リーダ
(株)デジタル・ヒュージ・テクノロジー
代表取締役 鵜川　徹

TIS株式会社　IT基盤技術事業本部
主査　溝口　則行
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ここから中身:

(まずネタ振り)
既存のDBMSも生成AIブーム
に乗っかろうとしてませんか？
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① MySQLの取り組み① MySQLの取り組み



MySQL HeatWave Lakehouseによりオブジェクト・ストレージ上のデータと
MySQL上のデータを統合して分析可能

更新処理 分析処理

Autopilot 機械学習

MySQL HeatWave

InnoDB

AWS Aurora export

Redshift export

MySQL export

オブジェクト・ストレージ

クエリ 結果

Copyright © 2023, Oracle and/or its affiliates.1



MySQL HeatWaveの⽣成AIとベクトルストアのサポート

• SQLの代わりに⾃然⾔語での問い合わせが可能
• HeatWave Lakehouseが管理するドキュメントを効率的に分析 

MySQL HeatWave

分析処理 Autopilot
(運⽤⾃動化)

トランザクション
処理

⽣成AI ベクトルストア

オブジェクト・ストレージ

データベース
のエクスポート
データ

Copyright © 2023, Oracle and/or its affiliates2



ベクトルストアは画像、⽂書ファイルなどの
⾮構造データ、多次元データの格納に最適化

キーワードの完全な⼀致よりも意味的な
類似性の検索を⾏う

レコメンデーションシステム、画像/⾳声認識、
⾃然⾔語処理などの機械学習のモデルを
活⽤するアプリケーションでの利⽤が想定される

データのベクトル表現への変換には
時間とリソースを⼤きく消費する

ベクトルストアとは
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画像出典: relevanceai.com

https://docs.relevanceai.com/docs/what-is-vector-search


Oracle CloudWorld        Copyright © 2023, Oracle and/or its affiliates4
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② ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ周辺の取り組み② ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ周辺の取り組み
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ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ周辺で生成AIと関連させようとしている例

「pgvectorを使ってChatGPTとPostgreSQLを連携
  してみよう！」
　NTTデータグループの石井愛弓さん　
https://gihyo.jp/article/2023/12/ossdb-various-news0100#gh3Cv4MSFz

Google Cloud - AlloyDB AI, 
“AlloyDB for PostgreSQL を使用して、エンタープラ
  イズ向けのジェネレーティブ AI アプリを構築”
　https://cloud.google.com/alloydb/ai?hl=ja

EnterpriseDB – pgvectorのサポート
ウェビナー: 2024年2月7日（水） 10:00-
https://edbjapan.com/

https://gihyo.jp/article/2023/12/ossdb-various-news0100#gh3Cv4MSFz
https://cloud.google.com/alloydb/ai?hl=ja
https://edbjapan.com/
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ここからは
とてもカジュアルに
ディスカッション

ここからは
とてもカジュアルに
ディスカッション

協力
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訊いてみたいご意見①

情報システムの入口が変わりつつ
あるように思います？
　　・従来型のデータ項目別の条件指定画面
　　  →ChatGPTなどのテキストエリア1つドンの画面
これって，DB屋としてはどうしましょう？
ITシステムを設計する立場としては？DBを使いますか？ 
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https://github.com/JDA-DM/GIF/blob/main/451_ _ /md/451-3_ad_example.md�⇥⇤⌅⇧⌃⇤⌥ � 

https://github.com/JDA-DM/GIF/blob/main/451_%E5%AE%9F%E8%A3%85%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB_%E8%A1%8C%E6%94%BF/md/451-3_ad_example.md
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ご意見 ?

ご質問 ?
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訊いてみたいご意見②

従来型のRDBって過去の遺物
扱いされる様にならない？
昨今COBOLが悪者にされているみたいな・・
広義のDBMSというツールは無くならないとは思う
できれば“明るい”意見が伺えれば嬉しいけれど 
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最後にちょっとだけ“お知らせ”最後にちょっとだけ“お知らせ”



OSSAJの事業
n定款にはいろんな事業を記載していますが、
OSSAJは ⼩⼈数＋少活動費・・・
・・・⾝の丈にあった活動とは？

l無償でOSS関連の情報提供をする
→セミナー開催

l無償でOSS関係者と他の⽅をマッチング
→交流会（パーティー）

lアワード授与（勝⼿にｗ） …まだやってない
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これをやってみよう！



アワード（初トライ！）
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OSSAJ セミナー 素晴らしい講演者 選挙

【関連・説明OSSAJ HP】 【投票先URL】
2024年2月10日 17:00まで

オープンソースソフトウェア協会(OSSAJ)は⼀般社団法⼈オープン
ソースライセンス研究所(OLL https://www.osll.jp/ )の
OLL Awards 2023に協賛します。

今回、OSSAJとしての推薦枠がありますので、これまでにOSSAJの
セミナーなどでご講演くださった⽅からお⼀⼈を推薦したいと
考えています。
つきましてはOSSAJのYouTube動画をご覧の上、お気に⼊りや感銘を
受けた講演者の⽅を⼀般公開で投票いただき、候補者選定につなげ
させて頂きたいと思います。
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連載記事「OSSデータベース取り取り時報」をよろしく

OSS  取り取り 検索検索
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ご参加ありがとうございました

パネリスト一同

ご参加ありがとうございました

パネリスト一同
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